
煮ても焼いてもおいしい
甘長トウガラシをつくってみよう

管内で栽培された伏見甘長トウガラシは、「甘長ピーマン」という商品名で出荷されています。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

〇トウガラシは、ナス科の植物のため、前作にジャガイモ・トマト・ナスなど作付けが3年以上ない畑を選定します。
〇高温性で育苗時から定植後にかけて低温に遭うと育ちが悪くなるため、十分に暖かくなってから植え付けます。
〇夏の暑さには強く、霜が降りるころまで収穫できます。
〇枝が細いため風には弱く、果実がたくさん付くと枝が折れやすいため、支柱を立てて誘引します。
〇肥料切れに注意します。また、土が乾燥しないように水やりをしましょう。日当たりがいいところを選ぶことも大切です。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

交配までの栽培管理

赤かび病対策は、適期に確実に実施しましょう！

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］ 林 知宏さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］ 水川 真弓さん

小麦

メロン

　海津市では「アールスナイト夏系２号」というメロン品種の施設栽
培が行われています。パイプハウスや温室での地床栽培に向いた品
種になります。今回は交配までの管理について紹介します。

１　作型　は種時期 ４月、定植時期 ５月、収穫時期 ７月
２　は種
・10㌃当たりのは種量は2,500～3,000粒
　（栽植密度2,100～2,400株）
・発芽適温は地温28～30℃。発芽後は徒長を防ぐため、昼
25℃、夜16℃に下げる。

３　定植
・老化苗は活着が悪いため、展開葉数2.5～３葉で定植する。
・定植時の地温は18℃以上を確保する。
・鉢土の表面が見える程度の浅植えとする。深植えは厳禁。
４　定植後の管理
（１）温度管理
・生育期は昼25～30℃、夜15℃を下回らないように注意する。
・交配期の夜温は高めの18～20℃とする。
（２）水分管理
・定植４～５日（活着まで）は株の周囲に手かん水する。

・活着後はややかん水を控えるが、本葉８枚目あたりからかん水
量を増やす。
・開花期はかん水を控える。
（３）摘葉・除芽
・摘葉・除芽は晴天の午前中に行い、夕方までに乾かす。
・本葉５～６枚時に子葉と第１葉を、本葉９～10枚時に第２、３
葉を摘葉する。
・株元から10節目までの子ヅルは早めに除去する。
（４）結果枝の選定と摘心
・結果枝は10～13節で確保し、第２節の葉を残し摘心する。
・主枝の摘心は、交配２～３日前に結果枝より上に10～12枚残し
て行う。

５　交配
・人工交配は朝８～10時に行う
のが良い。交配日を記入し、収
穫期の目安とする。
・ミツバチによる交配では、３日
前からハウスに入れて慣らして
おく。

　令和2年産小麦は、「イワイノダイチ」「さとのそら」ともに暖冬の
影響を受け、生育は平年に比べ前進しています。そのため、平年より
早く出穂期を迎える可能性が高まりました。
　小麦が出穂期を迎えたら、赤かび病防除の時期です。防除作業の
準備は整っていますか？ほ場の状態を注視し、防除適期を逃さない
よう心がけましょう。

　赤かび病菌が産出するデオキシニバレノール(DON）と呼ばれる
毒素が麦原料に混入した場合、製粉業者やメーカーで取り除くこと
は不可能です。そのため、赤かび病防除の確実な実施は実需者から
強く要望されており、農業生産工程管理(GAP)における重要なリス
ク低減対策に位置付けられています。
　また赤かび病には、厳しい検査基準が設けられています。基準値
を超えると出荷停止処分となるため、出穂期以降2回の薬剤防除を
徹底しましょう。

＜防除適期＞
　1回目：開花始め～開花期　
　（開花期：ほ場内の小麦のうち40～50%が開花した時期）
　2回目：1回目の防除から７～10日後

　赤かび病は、開花期に感染しやすい病気です。一般に出穂から1
週間程度で開花期を迎えますが、暖かい日が続くと開花が早まるの
で、ほ場の開花状況を実際に確認してから防除しましょう。使用す
る薬剤は各地域の小麦栽培暦を参考にし、農薬使用基準等を確認
のうえ、地域住民や近接ほ場の他作物等への配慮を忘れず、適切に
散布しましょう。

栽培のポイント

図１　作型目安

表　トウガラシ類に登録のある薬剤

伏見甘長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

植付け 収穫

畑の準備：植付けの2～3週間前に完熟堆肥1㌔/㎡と苦土石灰100㌘/㎡を土とよく混和します。
植付けの1週間前に化成肥料（8-8-8）100㌘/㎡と油粕100㌘/㎡を施します。

栽植密度：畝幅90㌢、株間45㌢、畝高10～20㌢（水はけの悪い畑では高畝にします）。
植 付 け：初めて栽培するときは、苗を購入して植えましょう。植付けの2～3日前から畝に十分水をやり、マルチを畝の前面に覆って土を

温めておきます。マルチにカッターナイフ等で十文字に切り目を入れ、切り目を開いて苗を植え付けます。5月上旬までは霜の
危険があるため、苗帽子等を被せます。

支柱・誘引：トウガラシは枝が弱く風で折れたり、倒れたりしやすいため、植付け後速やかに仮支柱を立てます。仕立て方は、V字仕立てや3
本仕立て等がありますが、1本仕立てが最も簡単です。下の方から出るわき芽はすべてかき取ります。

　　　　　誘引は苗1本ごとに支柱を立て、最も伸びた枝を固定していきます。茎が太くなるようにゆとりを持たせて8の字に縛ります。苗
を定植してから1カ月くらい経過すると花が咲き始めます。トウガラシは、1つの花にめしべとおしべを持った両性花。そのまま
何もしなくても実は大きくなっていくので、人工授粉する必要はありません。

追　　肥：1回目は花が盛んに咲き始めた頃、化成肥料（8-8-8）を1本に10㌘マルチの穴に施します。
　　　　　2回目は収穫初めの時期に、1回目と同じように施します。
　　　　　3回目以降は2回目のあと15～20日後、草勢をみながらマルチをめくって株の周りに化成肥料（8-8-8）を15～20㌘くらい追

肥します。
管　　理：収穫最盛期には水分を多く必要としますが、畝間に水がたまると病気になりやすいので注意してください。たくさん実が付き過

ぎると、木が弱ってしまうので、早めに収穫するようにします。
収　　穫：甘長トウガラシは、未熟な実を収穫する野菜なので、実の長さが7～10㌢くらいで緑色のうちに収穫します。甘長トウガラシは

収穫時期がとても長く、次から次へと花が咲くので、早取りして株が疲れないようにうまく育てると100個以上収穫が可能で
す。

生育期の様子

赤かび病が発病した穂

農薬名 適用病害虫名 希釈倍率 散布液量 使用時期 使用回数

アドマイヤー顆粒水和剤 アブラムシ類・アザミウマ類 5,000～10,000倍 100～300㍑/10㌃ 収穫前日まで 2回以内

モスピラン顆粒水溶剤 アブラムシ類 8,000倍 100～300㍑/10㌃ 収穫前日まで 2回以内

2223 じゃん !  2020.4じゃん !  2020.4
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